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「18歳から“大人”」「18歳から“大人”」

アリンコちゃんアリンコちゃん

　本年４月から成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられました。
　成年になると保護者の同意が無くてもクレジットカードやローンなどの契約ができるようになることで、
いろいろな「勧誘」や「誘惑」に接する機会が増えてきます。
　悪質業者は、社会経験の少ない高校生や大学生などの新成人を狙っています!

令和4年

 １  副業、情報商材やマルチなどの“もうけ話”トラブル
  　　→確実にもうかる話はありえない！「簡単に稼げる」と強調する広告や勧誘をうのみにしない。

 ２  エステや美容医療などの“美容関連”トラブル
  　　→その場ですぐ契約、施術をしない。施術前にリスク等の説明を十分受けてから検討する。

 ３  健康食品や化粧品などの“定期購入”トラブル
  　　→注文前に返品・解約の条件をしっかり確認する。低価格を強調する広告は詳細を確認する。

 ４  誇大な広告や知り合った相手からの勧誘などの“SNSきっかけ”トラブル
  　　→相手が本当に信用できるか慎重に判断する。SNS上の広告から偽通販サイトへの誘導に注意！

 ５  出会い系サイトやマッチングアプリの“出会い系”トラブル
  　　→規約をよく確認してから利用する。知り合った相手が本当に信用できるか慎重に判断する。

 ６  デート商法などの“異性・恋愛関連”トラブル
  　　→相手の好意は、商品を売るための手口かも！怪しいと思ったらすぐに契約しない｡

 ７  就活商法やオーディション商法などの“仕事関連”トラブル
  　　→「オーディションに合格した」などの期待を持たせるトークには注意する。

 ８  賃貸住宅や電力の契約などの“新生活関連”トラブル
  　　→契約先の事業者名や連絡先、契約条件(退去時を含む)をしっかり確認する。

 ９  消費者金融からの借り入れやクレジットカードのなどの“借金・クレカ”トラブル
  　　→借金してまでも契約すべきものかよく考える。クレジットカードの利用明細は必ず確認する。

10  スマホやネット回線などの“通信契約”トラブル
  　　→事業者名やサービス名、連絡先、契約内容をよく確認する。解約時の条件確認も忘れずに！

特に１８歳、１９歳に気をつけてほしい消費者トラブル最新10選
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宮崎県消費生活センター相談専用電話のご案内

消費者ホットライン 　１８８（いやや！）
最寄りの相談窓口（市町村の相談窓口又は県消費生活センター）につながります。

宮崎県消費生活センター 検索

[ お知らせコーナー ]

※終了時刻の３０分前までにお電話ください。

来所される場合は必ず
事前にご相談ください。

都城市以外の窓口は
12:00～13:00を除きます。

}

No.13No.13No.13No.13

土曜日 ９：００～１７：００

「開運商法のトラブル」

　雑誌の広告を見て１万円の開運ブレスレットを購入した。
後日、その業者から電話があり、「名前を書いてこちらに送れ
ば霊能者が運勢を無料でみる」と言われた。試しに送ったと
ころ、「先祖の供養をした方がよい。しないと親や子に災いが
降りかかる」などと言われ、洗脳されたようになって祈とう料
５０万円を振り込んでしまった。

－18歳、19歳が狙われている!－

 (出典：国民生活センター)

勧誘や誘惑に
負けるな！

断る勇気も大
切じゃ！

「災いが起こる」と言われて不安になって…

〈ひとこと助言〉

　お金を多く払うことで、運が開けたり、幸せになったりする
わけではないことを理解し、不安をあおるようなことを言わ
れてもきっぱり断りましょう。
　困ったときは、最寄りの消費生活センターにご相談ください。

¥ ¥

祝
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「災害に備えた食品の備蓄」「災害に備えた食品の備蓄」

　大規模災害発生初期は、電気、ガス、水道などのライフラインが寸断され、加えて物流機能が一
時停止し、被災地内での物資調達が困難になるとともに公共団体等からの支援もすぐに届かな
いことが想定されます。
　このため、各家庭において「最低３日分(可能な限り１週間分)×人数分の食品の備蓄」に努める
よう求められています。

　備蓄食品を「災害時に食べる一時しのぎのものであまりおいしくない食べもの」と考えていま
せんか。今は、味にこだわった缶詰やレトルト食品がたくさんあります。普段から食べて自分好み
の味を見つけて、備蓄をしてみませんか？

　災害用の備蓄食品は、「賞味期限の長いものを買って、何かあるまで触らず置いておく」という
備蓄方法でしたが、気がついたら賞味期限が切れていたことがありませんでしたか？
　「ローリング・ストック法」とは、普段の生活で使う食品をもしもの場合に備えて多めに買って
おき『備える』、ストックされたもののうち、賞味期限の古い食品から順に普段の生活の中で使い
『食べる』、その使った分を『買い足す』ことで、常に新しいものが保存(備蓄)されていくという考
え方です。

　カセットコンロやカセットボンベの備えがあれば電気やガスが復旧していない状況でも、調理
をすることができます。そのほか、ウエットタオル、乾電池、使い捨てカイロなどは、ローリングス
トックで備蓄する食品と同様に、常に一定量確保しておきましょう。

－いざというときに、困らないために－

この方法だと賞味期限が短くても
我が家の非常食になるね

お気に入りの冷凍食品なら
毎週でも食べたいね

備蓄している人の6割以上の人が
賞味期限切れをしたことがあるそうじゃ

普
段
使
い
す
る
食
品

冷凍室で
保管

常温で
保管

冷凍室に入っているごはん(おにぎり)や
食パン、野菜、冷凍食品など

水 ( 飲料水＋調理用水 )、※アルファ米、
レトルトごはん、カップ麺、乾麺、缶詰 (魚・
肉、野菜、フルーツ )、ソーセージ、フリー
ズドライ食品 (スープ、味噌汁等 )、乾物、
タマネギ、ジャガイモ、サツマイモなど
日持ちする野菜、チョコレートやビスケッ
トなどの菓子類など自分好みの食品

普段使いする食品(例)

　令和3年度に宮崎県消費生活センターに寄せられた相談件数は、前年度に比べ276件（5.6％）減少し、
4,666件でした。このほか、市町村の消費生活相談窓口にも、5,191件の相談が寄せられました。

　令和３年度に寄せられた相談件数は、４１８件（前年度相談件数５０５件　前年度比△８７件）でした。
　若者の特徴として、１５歳以上１９歳未満では、「化粧品や健康食品の定期購入」や「オンラインゲームで
の課金」、２０歳代では、「内職・副業」に関する相談が多く寄せられました。

【よくある相談事例】
○定期購入
 ＳＮＳの広告を見て、初回500円のダイエットサプリを1回限りと思って申し込んだところ、定期購入だった。
○オンラインゲームでの課金
 高校生がスマホのオンラインゲームで、親のクレジットカードを無断で使い多数の有料アイテムを購入していた。
○内職・副業
 スマホで副業サイトを検索し、「１日１５分の単純な作業で毎日１万円以上稼げる」とうたっている広告サイトにアク
セスし連絡を取ったところ、1万円のマニュアル購入が必要と言われ購入したが、単純な作業ではなく、その上高額な
サポート契約を勧誘された。

　(1) 相談者（契約当事者）の年代

令和3年度 消費生活相談の概要令和3年度 消費生活相談の概要

　(3) 購入形態別の苦情件数 　店舗以外での購入は、次のとおりです。全体の約半数を占めています。
順　位

1
2
3
4
5
6
7

形　態　別

通信販売
訪問販売
電話勧誘販売
マルチ・マルチまがい取引
訪問購入

※その他無店舗販売
ネガティブ・オプション（送りつけ商法）

主  な  品  目

化粧品、健康食品
住宅工事、書籍・印刷物
魚介類、インターネット通信サービス
化粧品、ファンド型投資商品
アクセサリー、和服
家具・寝具
書籍・印刷物

※その他無店舗販売 ： 移動販売車、展示会等通常の店舗以外での販売

件　数

  1,478
377
197
83
48
12
11

　(2) 苦情の多い主な品目

※1 （ ）内は、前年度の順位及び件数　　※2 令和３年度から商品別分類を一部変更しています。

順　位

1(1)
2(3)
3(2)
4(5)
5(4)
6(6)

品　目

商品一般

化粧品

健康食品

移動通信サービス

レンタル・リース・貸借

工事・建築・加工

主 な 相 談 内 容

大手事業者を名乗る不審メール

定期購入の解約時のトラブル

定期購入の解約時のトラブル

携帯・スマートフォンの料金・解約トラブル

アパート退去時の敷金・修繕費トラブル

訪問販売によるリフォーム工事

件　数

 451（447）
238（205）

181（340）

168（184）

147（196）

139（152）

20歳未満
3.2％
20歳未満
3.2％

20歳代
7.5％
20歳代
7.5％

30歳代
7.8％
30歳代
7.8％

60歳代
14.3％
60歳代
14.3％

年齢不明
14.0％
年齢不明
14.0％50歳代

12.6％
50歳代
12.6％

70歳以上
２8．5％
70歳以上
２8．5％

40歳代
11.9％
40歳代
11.9％

※６０歳代と７０歳以上で、
全体の42.9％を
占めています。
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※アルファ米：炊飯後に乾燥させて作った加工米（出典：消費者庁）

※構成比の数値は四捨五入の関係で100％とならない場合があります。
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